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・日時　　 　　　　平成１４年４月２７日(土)　午前１０～１２時

・場所　　 　　　　岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

・議題

○代表挨拶　・・・　服部プロジェクト代表

単振り子は振り子が振れても軸は微動だにしない。教育改革が叫ばれる中で、軸が何かを見極めて子どもに着実な力を付けることが大切である。

1 平成１３年度の実践から
· 成果刊行物

ＳＩＳＴＥＭ誌Vol.24,No.2～4 2002.3で、昨年度の開発問題・実践等の報告を行った。これらをベースに今後の展開を考えていく。
· Ｗｅｂページ　　　坂内小・大薮小
昨年度開発した問題は坂内小学校と大薮小学校のＷｅｂページに掲載されている。楽しく学ぶ算数・数学のＷｅｂページは坂内小学校のＷｅｂページにある。県のデータセンターへの移設を検討する。最新バージョン(Ver.4)の問題は４月に完成した。ＣＤでの提供が可能である。必要な学校・機関は横山まで連絡する。開発した問題の普及を図る意味で積極的に広報する。著作権等は設定していない。実践した学校は実践の成果を連絡していただきたい。

· データベース

昨年開発した問題はＣＲＤＣのデータベースに保存されており、検索して利用することができる。
2 今年度の研究計画
(1) 小学校算数
①実践事例を付け加える
実践校を増やして、ネットワーク環境、学校規模等の異なる学校での実践事例を収集する。

	
	ネットワーク環境

	
	学校で活用
	家庭で活用

	
	一部の教室に整っている。
	全ての教室に整っている。
	一部の家庭に整っている。
	全家庭に整っている。

	学校規模
	小規模
	複式
	
	坂内村立坂内小
	
	坂内村立坂内小

	
	
	単式
	
	
	
	

	
	中規模
	
	輪之内町立大薮小

羽島市立堀津小

羽島市立中央小

各務原市
	
	


昨年度開発した教材　→　現行の指導要領に合わせてＣＤ化済み

· 実践を希望する学校に提供する用意がある

· 情報処理研修センター（則武）のデータセンターにＵＰ

· 小学校算数コンテンツ開発部会でＣＤに焼いて実践

②評価システムについて
Internet Navigware　を使った評価問題を作成する。富士通との共同研究でシステムを開発する。具体的な仕様は富士通と連休明けに協議する（担当：横山）。
	本プロジェクトは学校と家庭での学習の役割を明確にした上で家庭と学校での学習を結びつけて個に応じた学習が学校でも家庭でもできるようにする。教師や保護者の評価とともに児童にとって学習したり練習したりした結果が実績として手元に残ることが大切であり、その蓄積が安心感につながったり、充実感につながったり、自信につながったりするので、結果が目に見える形で蓄積できるようにする。


	目的
	児童が楽しく算数を学べることができるようにする。

	キーワード
	「たのしく」
	子どもにとって

	
	「便利　利便性」
	教師にとって

	
	「安心感」
	学力についての不安がある親にとって

	方法
	・家庭と学校の学習を結ぶ
・ネットワークを活用する
　　体系的・構造的に問題を作成する。
　　問題と評価、指導を一体化する。

	評価テスト
	○わかった　→　意欲
○学校で十分に行われている学習　＋　情報機器を活用
○即時性

	システムのよさ
	・場ができる
・学校と家庭をつなぐ
・データ　履歴　が残る
・学校ではみつけれられない学習のよさがわかる


(「楽しく学ぶ算数・数学」のＷｅｂページから)

③問題の追加

· 充実
Ver.4は、昨年度開発した問題をベースに新学習指導要領に準拠させたため、問題数が減っている。今年度の教科書をもとに授業時間１時間に１枚以上の問題ができるように問題の充実を図る。
· 発展

発展的な内容を充実させる必要がある。
問題の見直しを行うとともに、問題の充実と発展的な問題の作成を行う。

中学校の実践において小学校の復習として活用している事例が報告されている。

④検討事項等
· 教師にとっての利便性を積極的にアピールしていく必要がある。

· 児童が自分で学習の定着状況がわかったり、小中高の流れの中で鳥瞰図的に自分の位置がわかったり、見通しがもてるようなものも必要である。

· 評価問題を作成して、個人履歴を蓄積する中で、各問題の正答率を蓄積して活用できるようにすることが必要である。

· ６年生になると３年生の問題を３年生が学習するより短い時間で理解できることがある。不登校児童への適用を考えたときに、指導の中で考えていくことが必要ではないか。

· 教師の武器として、蓄積された事例や学習指導案、写真、ＶＴＲが役立つと思われる。

· 学年の復習や学期毎の復習など横断的な評価問題を作成して、児童が自分の学習を振り返ることができるものを準備する必要がある。「計算が弱い」「図形が弱い」などといった領域毎に振り返り画できるものも必要ではないか。

→ 業者テストとの棲み分けを考えていくことも必要である。

→ 使いやすいシステムは目標を絞ったシステムで、様々な機能を網羅的に取り込むと使いにくくなる。作成した問題は印刷して児童が復習に利用する。評価問題は節々に自分の学習を振り返ることができるものとして、Ｗｅｂ上で利用し、結果が蓄積できるものとする。といった具合に機能を絞り込んでおき、指導は教師が行う。家庭と学校の学習を結びつけるシステムとしてこのまま開発を続ける。
(2) 中学校・高等学校への広がり
中学校の問題作成に取りかかる。
事例：中学校では、つまずいた問題について教師に働きかけるものが作られている。
中学校の問題作成チームを立ち上げる。

小学校と同じコンセプトで問題を作成する。
(3) 他の教科での研究開発
国語での取り組みを始めていく必要がある。

第８回プロジェクトに向けて研究を進める。

本プロジェクトとは別のプロジェクトとして発足させる。
· 次回(第８回会合)の予定

日時　　６月　　　日程は追って連絡します。
場所　　岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

内容

評価システムの開発について

問題の追加について

実践校における利用形態について

組織について

・組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：責任者
	プロジェクト代表
	服部　晃
	岐阜県総合教育センター長
	hattori@gec.gifu.gifu.jp

	プロジェクト

メンバー
	中馬悟朗
	岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

chuman@cc.gifu-u.ac.jp

	
	
	村瀬康一郎
	岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

murase@cc.gifu-u.ac.jp

	
	
	加藤直樹
	岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

nkato@cc.gifu-u.ac.jp

	
	コード作成

チーム
	○
	松井　徹
	自治大学
	matsui@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	石神淳司
	東濃教育振興事務所
	junji-i@he.mirai.ne.jp

	
	
	
	横山政司
	羽島市堀津小学校
	VEN00456@nifty.ne.jp

	
	
	
	渡辺勝敏
	岐阜大学教育学部附属小学校
	watanabe@fuzoku.gifu-u.ac.jp

	
	問題作成

チーム
	
	伊藤和典
	(研修)平田町立平田中学校
	kazu2002@he.mirai.ne.jp

	
	
	
	奥村尚浩
	(研修)川辺町立川辺西小学校
	tokumura@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	(練習問題)
	
	鷲見　亮
	(研修)美山町立美山南中学校
	FZG03715@nifty.ne.jp

	
	(評価問題)
	
	網藤裕志
	(研修)高知市立南海中学校
	amifuji@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	○
	加納重徳
	(大学院)大垣市立西中学校
	skano@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	末松美樹
	岐阜大学大学院教育学研究科M２
	suematsu@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	若尾佳弘
	岐阜大学大学院教育学研究科Ｍ１
	d1021538@yahoo.co.jp

	
	
	
	丹羽宏美
	岐阜大学教育学部４年
	hiromi@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	大塚由里子
	岐阜大学教育学部４年
	otsuka@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	古田敦子
	岐阜大学教育学部４年
	atsuko@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	瀬木佳子
	岐阜大学教育学部４年
	yoshi-s@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	実践チーム
	
	和合　保
	各務原市総合教育メディアセンター
	t-wagoh@mug..biglobe.ne.jp

	
	
	
	内堀洋伸
	輪之内町教育委員会
	uchibori@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	○
	新田　直
	坂内村立坂内小学校
	nitta@he.mirai.ne.jp

	
	
	
	岩田諦慧
	輪之内町立大薮小学校
	taiei@tanpopo.ne.jp

	
	
	
	若曽根隆彦
	糸貫町立糸貫中学校
	wakasone@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	小川瑞樹
	穂積町立穂積中学校
	ogawa@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	近藤　満
	大垣市立赤坂小学校
	kondoman@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	藤井　彰
	関市立金竜小学校
	fujii@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	富田晶子
	輪之内町立大藪小学校
	atomida@tanpopo.ne.jp

	
	
	
	横山政司
	羽島市立堀津小学校
	VEN00456@nifty.ne.jp

	
	
	
	吉永佳代
	愛宕中学校
	yoshi@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	評価チーム
	
	渡辺泰治
	研修管理課情報処理研修室長
	yaswat@gec.gifu.gifu.jp

	
	
	
	高木　茂
	学校支援課
	shigeru@mirai.he.ne.jp

	
	
	○
	若曽根隆彦
	真正中学校
	wakasone@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	松井　徹
	自治大学
	matsui@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	石神淳司
	東濃教育振興事務所
	junji-i@he.mirai.ne.jp

	
	
	
	横山政司
	羽島市堀津小学校
	VEN00456@nifty.ne.jp

	
	
	
	渡辺勝敏
	岐阜大学教育学部附属小学校
	watanabe@fuzoku.gifu-u.ac.jp

	
	
	
	横山隆光
	研修管理課情報処理研修室
	yokoyama@crdc.gifu-u.ac.jp

	
	共同研究
	○
	鳥飼明史
	文溪堂
	atorikai@bunkei.co.jp

	
	
	
	藤澤政信
	文溪堂
	fuji-ma@bunkei.co.jp

	
	
	
	皆吉俊治
	文溪堂
	mnys@bunkei.co.jp

	
	
	
	水谷泰三
	文溪堂
	tai@bunkei.co.jp

	
	
	
	大竹祐子
	文溪堂
	otake@bunkei.co.jp

	
	
	○
	山中計一
	富士通
	k.yamanaka@jp.fujitsu.com

	
	
	
	村松祐子
	富士通
	yuko@bunkyo.se.fujitsu.co.jp

	
	
	
	奥住尚威
	富士通
	fj3321hz@tm.fujitsu.co.jp

	
	総務
	
	横山隆光
	研修管理課情報処理研修室
	yokoyama@crdc.gifu-u.ac.jp


・スケジュール　（半年間の予定）
	
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月

	小学校
	昨年度の問題の追加

評価問題の作成

実践


	評価システムの開発
	

	
	
	
	
	
	
	

	中学校
	コードの作成

ちからだめし問題作成


	
	
	実践
	

	
	
	
	
	
	
	


